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(57)【要約】
【課題】脚回り開口部を確実に確認できる使い捨て吸収
性物品を提供する。
【解決手段】透液性表面シートと不透液性裏面シートと
の間に吸収体を配設した、パンツ形状であるおむつ体11
に、腰回り開口部24および一対の脚回り開口部25を形成
する。この一対の脚回り開口部25に、おむつ体11全体と
は異なる色で着色され、装着時に脚を挿入する際の目印
となる脚回り用目印部28を形成する。これにより、脚回
り開口部25の位置を確実に確認できるので、スムーズに
脚を挿入できるとともに、腰回り開口部24と脚回り開口
部25とを間違えて装着することがなく、使い捨て吸収性
物品10の装着が容易になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透液性表面シート、不透液性裏面シート、およびこれら透液性表面シートと不透液性裏
面シートとの間に配設された吸収体をそれぞれ具備し、
　背側腰回り部、両側に脚回り部を形成した股下回り部、および腹側腰回り部が長手方向
に順次一体的に形成され、かつ前記背側腰回り部の幅方向の両側部と前記腹側腰回り部の
幅方向の両側部とが接合されて腰回り開口部および一対の脚回り開口部が形成される吸収
性物品体であって、
　前記一対の脚回り開口部には、脚を挿入する際の目印となる脚回り用目印部が形成され
た
　ことを特徴とした使い捨て吸収性物品。
【請求項２】
　脚回り用目印部は、
　脚回り開口部の略全周にわたって形成された
　ことを特徴とした請求項１記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項３】
　脚回り用目印部は、
　脚回り開口部の腹側に位置する腹側脚回り用目印部と、
　脚回り開口部の背側に位置し、前記腹側脚回り用目印部とは異なる背側脚回り用目印部
とを備えた
　ことを特徴とした請求項１または２記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項４】
　腰回り開口部には、脚回り用目印部とは異なる腰回り用目印部が形成された
　ことを特徴とした請求項１乃至３いずれか記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項５】
　脚回り開口部には、脚回り用弾性体が配設されており、
　脚回り用目印部は、この脚回り用弾性体より脚回り開口縁側に形成された
　ことを特徴とした請求項１乃至４いずれか記載の使い捨て吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大人用、あるいは失禁用などの使い捨て吸収性物品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の使い捨て吸収性物品は、透液性表面シート、不透液性裏面シートおよび
これら両シートの間に配設された吸収体を有する略四角形状の吸収性物品体を備えている
。この吸収性物品体には、後側である背側腰回り部、両側脚回り部、および前側である腹
側腰回り部が長手方向に順次一体的に形成されている。
【０００３】
　この吸収性物品体は、背側腰回り部および腹側腰回り部の両側がそれぞれ接合されて一
つの腰回り開口部と、一対の脚回り開口部とを有するパンツ形状に形成される。また、前
記背側腰回り部および前記腹側腰回り部には、前記腰回り開口部の全周にわたって腰回り
用弾性体が伸縮可能に設けられている。
【０００４】
　そして、前記背側腰回り部および前記腹側腰回り部の少なくともいずれか一方であって
、前記腰回り用弾性体が配設されていない部分に、触覚により吸収性物品体の前後を識別
可能とする識別部を備えた前後識別用部材を設けたものが知られている（例えば、特許文
献１参照。）。
【特許文献１】特開２００５－１３７５８２号公報（第３頁、図１）
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した使い捨て吸収性物品では、装着時における前後の識別はできる
が、装着時における前記脚回り開口部の確認の容易性に関しては考慮されていない。
【０００６】
　使い捨て吸収性物品は、一般的な下着と比較して、多数の弾性体が設けられることによ
り皺が多く、また、使用前は折畳まれた状態で包装されているので、前記脚回り開口部の
位置が分かり難く、さらに、前記脚回り開口部と前記腰回り開口部が区別し難いので、ス
ムーズに装着できない場合があった。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、脚回り開口部を確実に確認できる使い
捨て吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載された発明は、透液性表面シート、不透液性裏面シート、およびこれら
透液性表面シートと不透液性裏面シートとの間に配設された吸収体をそれぞれ具備し、背
側腰回り部、両側に脚回り部を形成した股下回り部、および腹側腰回り部が長手方向に順
次一体的に形成され、かつ前記背側腰回り部の幅方向の両側部と前記腹側腰回り部の幅方
向の両側部とが接合されて腰回り開口部および一対の脚回り開口部が形成される吸収性物
品体であって、前記一対の脚回り開口部には、脚を挿入する際の目印となる脚回り用目印
部が形成された使い捨て吸収性物品である。
【０００９】
　請求項２に記載された発明は、請求項１記載の使い捨て吸収性物品において、脚回り用
目印部は、脚回り開口部の略全周にわたって形成されたものである。
【００１０】
　請求項３に記載された発明は、請求項１または２記載の使い捨て吸収性物品において、
脚回り用目印部は、脚回り開口部の腹側に位置する腹側脚回り用目印部と、脚回り開口部
の背側に位置し、前記腹側脚回り用目印部とは異なる背側脚回り用目印部とを備えたもの
である。
【００１１】
　請求項４に記載された発明は、請求項１乃至３いずれか記載の使い捨て吸収性物品にお
いて、腰回り開口部には、脚回り用目印部とは異なる腰回り用目印部が形成されたもので
ある。
【００１２】
　請求項５に記載された発明は、請求項１乃至４いずれか記載の使い捨て吸収性物品にお
いて、脚回り開口部には、脚回り用弾性体が配設されており、脚回り用目印部は、この脚
回り用弾性体より脚回り開口縁側に形成されたものである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載された発明によれば、一対の脚回り開口部に、脚を挿入する際の目印と
なる脚回り用目印部が形成されたことで、装着時に、前記脚回り開口部の位置が確実に確
認でき、前記脚回り開口部へ脚を挿入しやすくなり、使い捨て吸収性物品の装着が容易に
なる。さらに、前記脚回り開口部と腰回り開口部とを確実に区別でき、前記脚回り開口部
と前記腰回り開口部を間違えて装着することがない。
【００１４】
　請求項２に記載された発明によれば、脚回り用目印部が、脚回り開口部の略全周にわた
って形成されたことで、吸収性物品体の前後どちらから見ても、前記脚回り開口部が確認
できる。さらに、皺や折り返しなどにより、前記脚回り用目印部全体が隠されてしまうこ
とがなく、前記脚回り開口部が確実に確認できる。
【００１５】
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　請求項３に記載された発明によれば、脚回り用目印部は、腹側脚回り用目印部と、この
腹側脚回り用目印部とは異なる背側脚回り用目印部とを備えたことから、装着時に、脚回
り開口部を確実に確認でき、さらに、使い捨て吸収性物品の前後の識別が確実にできる。
【００１６】
　請求項４に記載された発明によれば、腰回り開口部に、脚回り用目印部とは異なる腰回
り用目印部が形成されたことで、前記腰回り開口部の位置も確実に確認でき、さらに、腰
回り開口部と脚回り開口部とを確実に識別することができるので、使い捨て吸収性物品を
確実に装着できる。
【００１７】
　請求項５に記載された発明によれば、脚回り用目印部は、脚回り用弾性体より脚回り開
口部縁側に形成されたことで、前記脚回り用弾性体上に前記脚回り用目印部が形成された
場合に比べ、前記脚回り用弾性体による影響を受け難くなる。さらに、前記脚回り用弾性
体より吸収性物品体の中心側に前記脚回り用目印部が形成された場合に比べ、脚回り開口
部をより確実に確認できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の第１の実施の形態の使い捨て吸収性物品の構成を図１または図２を参照
しながら詳細に説明する。
【００１９】
　図２に示されるように、使い捨て吸収性物品10は、例えば使い捨て紙おむつであり、吸
収性物品体としてのおむつ体11を備えている。このおむつ体11は、図２に示す展開状態か
ら、図１に示すパンツ形状にすることで、例えば病人、失禁者などの装着者の背部側から
腹部側に身体に沿って装着するものである。そして、このおむつ体11は、透液性を有する
透液性表面シート12、不透液性を有する不透液性裏面シート13、これら透液性表面シート
12と不透液性裏面シート13との間に配設された液吸収性を有する吸収体14、および不透液
性裏面シート13の外面側に結合された外層シート15にて層状に形成されている。
【００２０】
　また、透液性表面シート12と不透液性裏面シート13とは、周縁部が例えば接着剤などで
接合されて吸収体14が封着されている。
【００２１】
　ここで、透液性表面シート12は、例えば織布、不織布、多孔性フィルム、あるいは合成
繊維などの、透液性および通気性を有し、かつ肌着に近い感触のシート材で形成され、尿
などの排泄液を吸収体14へ透過するとともに、身体に直接接触しても不快感を与えないよ
うになっている。
【００２２】
　また、不透液性裏面シート13は、例えばポリエチレン（polyethylene）樹脂などの合成
樹脂など、不透液性および通気性を有したシート材にて形成され、尿などの排泄液にて例
えば下着などの他の衣類、あるいはシーツなどの汚れを防止している。
【００２３】
　さらに、吸収体14は、例えばパルプを主とする材料であって、一部に高分子吸収体など
の物質を含んだ材料にてシート状に形成され、尿などの排泄液を充分に吸収する。
【００２４】
　そして、これら透液性表面シート12、不透液性裏面シート13、および吸収体14は、図２
に示すように、おむつ体11の長手方向に略沿って略四角形状に順次形成されている。
【００２５】
　さらに、外層シート15は、透液性表面シート12、不透液性裏面シート13、および吸収体
14よりも大きく形成され、通気性および不透液性を有し、不透液性裏面シート13側に面す
る内側シート片16と、外側に面する外側シート片17が、厚さ方向に重ね合わせて一体的に
接合して形成され、不透液性裏面シート13の外側面が内側シート片16に例えば接着材など
にて接合されている。
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【００２６】
　そして、この外層シート15は、展開状態で、背側腰回り部18、股下回り部19、および腹
側腰回り部20がおむつ体11の長手方向に順次一体的に形成されるとともに、長手方向に略
沿った中心線にて線対称な略矩形状に形成されて、この股下回り部19の幅方向の両側縁に
は、略凹弧上に切り欠きされた脚回り部21が形成されている。
【００２７】
　また、透液性表面シート12、不透液性裏面シート13、および吸収体14は、おむつ体11の
外層シート15の長手方向に略沿った状態で、背側腰回り部18、股下回り部19、および腹側
腰回り部20の略中央にわたって配設されている。
【００２８】
　さらに、おむつ体11の外層シート15の背側腰回り部18は、展開状態におけるおむつ体11
の長手方向の一端側に形成され、この展開状態からおむつ体11が適宜折り曲げられて、装
着者の腰回りの背部側に位置する部分となっている。そして、この背側腰回り部18の両外
側縁部には、図示しない背側結合部が形成されている。
【００２９】
　また、おむつ体11の股下回り部19は、おむつ体11の展開状態における長手方向の中間部
に、背側腰回り部18から腹側腰回り部20にわたって連続して一体に形成され、この展開状
態からおむつ体11が適宜折り曲げられて、装着者の股下に位置する部分となっている。
【００３０】
　そして、おむつ体11の腹側腰回り部20は、展開状態における背側腰回り部18とおむつ体
11の長手方向の反対側の他端側に形成され、この展開状態からおむつ体11が適宜折り曲げ
られて、装着者の腰回りの腹部側に位置する部分となっている。
【００３１】
　また、腹側腰回り部20の両側縁部には、図示しない腹側結合部が形成されており、これ
ら背側結合部と腹側結合部とが接合することにより、図１に示すように、おむつ体11は、
パンツ形状となって、背側腰回り部18、および腹側腰回り部20によって腰回り開口部24が
形成され、かつ一対の脚回り部21により一対の脚回り開口部25が形成される。
【００３２】
　また、背側腰回り部18および腹側腰回り部20における内側シート片16と外側シート片17
との間には、図２に示すように、複数本、例えば３本の腰回り弾性体26が配設されている
。これら腰回り弾性体26は、例えば紐状ゴムなどの伸縮可能な部材であり、背側腰回り部
18および腹側腰回り部20の幅方向にそれぞれ伸張した状態で、これら背側腰回り部18およ
び腹側腰回り部20に沿って接着剤などにてそれぞれ固着され、おむつ体11の長手方向に互
いに略等間隔に離間されて配設されている。
【００３３】
　したがって、これら腰回り弾性体26は、おむつ体11を図１に示すパンツ形状に形成した
際の腰回り開口部24の縁部の全周にわたって配設されている。この結果、これら腰回り弾
性体26にて、背側腰回り部18および腹側腰回り部20の略全域、すなわち装着者の腰回りの
略全周にわたって伸縮性が付与される。
【００３４】
　また、外層シート15の内側シート片16および外側シート片の間に位置した両脚回り部21
の近傍には、例えば紐状ゴムなどの脚回り弾性体27が、一本もしくは複数本それぞれ伸張
された状態で配設されている。すなわち、脚回り弾性体27は、脚回り開口部25の全周にわ
たって配設されている。このため、脚回り部21には、脚回り弾性体27にて、おむつ体11の
長手方向および幅方向に伸縮性が付与され、おむつ体11の脚回り部21は、ギャザ部に形成
される。
【００３５】
　図１に示されるように、脚回り開口部25の近傍には、脚回り開口部25へ脚を挿入する際
の目印となる脚回り用目印部28が形成されている。
【００３６】
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　この脚回り用目印部28が形成される位置は、脚回り開口部25近傍であれば、おむつ体11
のどの部分に形成されていてもよいが、目立ち易さを考慮すると、外層シート15の外面側
、すなわち装着時における衣類面側に形成されることが好ましい。また、脚回り開口部25
の背側あるいは腹側のどちらに形成されてもよい。
【００３７】
　脚回り用目印部28は、形状や色が限定されず、例えば、線状、点状、文字などの形状で
、おむつ体11全体や外層シート15全体の色調と異なる色のものであり、印刷や着色したホ
ットメルトの塗布などにより設けられる。なお、目の不自由な装着者のためにエンボスな
どで凹凸などを形成してもよい。
【００３８】
　次に、上記第１の実施の形態の作用を説明する。
【００３９】
　装着に際しては、おむつ体11を図１に示すパンツ形状に形成して、一般的な下着のよう
に装着する。
【００４０】
　このとき、おむつ体11の脚回り開口部25に脚回り用目印部28が形成されていることで、
一般的な下着と比較して、多数の弾性体により皺が多く、使用前は折畳まれた状態で包装
され、脚回り開口部25の確認が難しい使い捨て吸収性物品10においても、装着者などが脚
回り開口部25を確実に確認できるので、装着が容易になる。さらに、腰回り開口部24と脚
回り開口部25とを確実に識別することができ、腰回り開口部24と脚回り開口部25とを間違
えて装着することがない。
【００４１】
　次に、第２の実施の形態を図３を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００４２】
　図３に示されるように、脚回り開口部25の近傍には、脚回り用目印部28として右、左と
いう文字が形成されている。
【００４３】
　このような、脚回り用目印部28が形成されることで、脚回り開口部25を確実に確認でき
るだけでなく、右足用の開口部か左足用の開口部かを識別できるので、装着が容易になる
。
【００４４】
　次に、第３の実施の形態を図４を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００４５】
　図４に示されるように、点状の脚回り用目印部28が、脚回り開口部25の背側から腹側ま
での略全周にわたって形成されている。この場合、脚回り用目印部28がおむつ体11の接合
部に形成されなくても略全周に含まれる。
【００４６】
　このように、脚回り用目印部28が、脚回り開口部25の略全周にわたって形成されること
で、パンツ形状であるおむつ体11の前後どちらから見ても、確実に脚回り開口部25を確認
できる。
【００４７】
　例えば、非装着者が装着を手伝う際に、非装着者は、装着者の背後に位置して装着を手
伝う場合があり、この場合、脚回り開口部25の背側に脚回り用目印部28が形成されている
と、非装着者が脚回り開口部25を確実に確認でき、装着を手伝い易い。
【００４８】
　また、装着者自身で装着する場合には、脚回り開口部25の腹側に脚回り用目印部28が形
成されていると、脚回り開口部25を確実に確認できるので、脚回り開口部25の略全周にわ
たって脚回り用目印部28が形成されることで、前記のどちらの場合にも対応できる。
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【００４９】
　次に、第４の実施の形態を図５を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５０】
　図５に示す脚回り用目印部28は、第３に実施の形態における点状の脚回り用目印部28が
、線状の脚回り用目印部28に変更されたものである。
【００５１】
　このように、線状の脚回り用目印部28が、脚回り開口部25の略全周にわたって形成され
ることで、折り返しや脚回り弾性体27による皺などで、脚回り用目印部28全体が隠れるこ
とがないので、脚回り開口部25を確実に確認でき、使い捨て吸収性物品10の装着が容易に
なる。
【００５２】
　次に、第５の実施の形態を図６を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５３】
　図６に示すように、脚回り用目印部28が、おむつ体11の股下回り部19の全体に形成され
ることで、おむつ体11の折り返しや皺が激しい場合であっても、脚回り用目印部28が隠れ
るがことなく、脚回り開口部25を確実に確認でき、使い捨て吸収性物品10の装着が容易に
なる。
【００５４】
　次に、第６の実施の形態を図７を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様の
構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５５】
　図７では、おむつ体11全体や外層シート15全体と異なる色で着色された脚回り弾性体27
が配設されている。
【００５６】
　このように着色された脚回り弾性体27が配設されることで、脚回り用目印部28を兼ねる
ことができ、脚回り開口部25を確実に確認することができるので、改めて脚回り用目印部
28を設ける必要がない。
【００５７】
　次に、第７の実施の形態を図８および図９を参照して説明する。なお、上記一実施の形
態と同様の構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５８】
　図８および図９に示されるように、脚回り用目印部28は、脚回り開口部25の腹側に位置
する腹側脚回り用目印部29と、脚回り開口部25の背側に位置し、腹側脚回り用目印部29と
は異なる目印が形成された背側脚回り用目印部30とを備えている。
【００５９】
　図８のように、腹側脚回り用目印部29を点状に形成し、図９のように背側脚回り用目印
部30を線状に形成するなど、この方法に限定されないが、腹側脚回り用目印部29と背側脚
回り用目印部30とが、形状や色、形成方法、あるいはそれらの組み合わせによりそれぞれ
異なる目印部が形成されることで、おむつ体11の脚回り開口部25の確認だけではなく、お
むつ体11の前後も容易に識別することができるので、装着が容易になる。
【００６０】
　次に、第８の実施の形態を図１０を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様
の構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６１】
　図１０では、腰回り弾性体26と脚回り弾性体27とがそれぞれ異なる色で着色され、腰回
り弾性体26が腰回り用目印部31として設けられ、脚回り弾性体27が脚回り用目印部28とし
て設けられている。
【００６２】
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　このように、腰回り用目印部31と脚回り用目印部28とが、形状や色、形成方法、あるい
はそれらの組み合わせによりそれぞれが異なる目印部を形成することで、腰回り開口部24
と脚回り開口部25との区別が容易になり、腰回り開口部24と脚回り開口部25とを間違える
ことなく、使い捨て吸収性物品10が確実に装着できる。
【００６３】
　また、図１０のように、それぞれ異なる色で着色された腰回り弾性体26および脚回り弾
性体27を、腰回り用目印部31および脚回り用目印部28とすることで、改めて腰回り用目印
部31および脚回り用目印部28を設ける必要がない。
【００６４】
　次に、第９の実施の形態を図１１を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同様
の構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６５】
　図１１に示すように、点状の脚回り用目印部28が、脚回り弾性体27より脚回り開口縁側
に形成されている。
【００６６】
　脚回り用目印部28が、脚回り弾性体27上に形成されると、脚回り弾性体27による皺など
によって隠れてしまい、脚回り開口部25を確認し難くなるが、脚回り弾性体27より、脚回
り開口縁側に形成されることで、脚回り弾性体27の影響を受け難くなり、脚回り開口部25
を確実に確認できる。さらに、脚回り用目印部28が、脚回り弾性体27よりおむつ体11の中
心側に形成された場合に比べ、脚回り弾性体27より脚回り開口部25側に形成された場合の
方が、脚回り開口部25をより確実に確認でき、使い捨て吸収性物品10の装着が容易になる
。なお、脚回り用目印部28の形状や色、形成方法は限定されない。
【００６７】
　次に、第１０の実施の形態を図１２を参照して説明する。なお、上記一実施の形態と同
様の構成および作用については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６８】
　図１２に示されるように、脚回り弾性体27より脚回り用開口縁側の領域において、脚回
り用目印部28を、脚回り開口部25の略全周にわたって連続的に形成することで、脚回り弾
性体27の影響を受け難く、脚回り用目印部28が隠れ難いので、脚回り開口部25をより確実
に確認でき、使い捨て吸収性物品の装着が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の第１実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図２】同上使い捨て吸収性物品の展開状態を示す平面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図５】本発明の第４の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図６】本発明の第５の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図７】本発明の第６の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図８】本発明の第７の実施の形態の使い捨て吸収性物品における腹側を示す斜視図であ
る。
【図９】同上使い捨て吸収性物品における背側を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第８の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図１１】本発明の第９の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【図１２】本発明の第１０の実施の形態の使い捨て吸収性物品を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７０】
　10　　使い捨て吸収性物品
　11　　吸収性物品体としてのおむつ体
　12　　透液性表面シート
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　13　　不透液性裏面シート
　14　　吸収体
　18　　背側腰回り部
　19　　股下回り部
　20　　腹側腰回り部
　21　　脚回り部
　24　　腰回り開口部
　25　　脚回り開口部
　27　　脚回り弾性体
　28　　脚回り用目印部
　29　　腹側脚回り用目印部
　30　　背側脚回り用目印部
　31　　腰回り用目印部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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